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平成20年度 宮崎県立富島高等学校（定時制）自己評価および学校関係者評価

評価基準 ４：十分達成できている ３：ほぼ達成できている ２：あまり達成できていない １：達成できていない

分掌 評価項目
自己評価 学校関係者評価

具体的方策 成果○、改善策□、課題◆ 前期 後期 評価 コメント

①授業への出席率や学習意 ○単位修得についての説明を頻繁に行い、自己の ○不登校ゼロ、長期欠席者の激減、退学者の 月 1回の職員研修会を開催することによ

教 欲を高める。 修得単位や成績についての意識を高めさせる。 減少 ３ ３ ４ り、単位修得、必履修科目など、生徒に

○毎月１回定例の職員研修会を開催し、生徒の出 ○出席率の向上(18 年度 86.7％→ 19 年度 87.2％ 細かく説明ができている。

務 席や生活状況の報告をうけて、問題のある生徒 → 20 年度 89.3％)。

の指導方法を検討する。 ○全職員による中学校訪問の実施と情報交換。

部 □欠課時数上限、1単位5時間から４時間へ変更。

◆中学校説明会への参加による定時制理解の向上

②基礎的・基本的な学力の ○１年生の数学に習熟度別学習を行う。 ○欠点保持者の激減。 ①基礎学力の定着を目指し、習熟度学習

定着をはかる。 ○２年生の簿記にﾃｨー ﾑﾃｨー ﾁﾝｸ゙ を行う。 □年間を通じたプリントの保管指導の徹底。 ３ ４ ４ などを実施しており評価できる。

○年7回の基礎学力養成週間を設定し、国社 □学習環境整備のための、生徒による清掃時間の ②本来の高校でのカリキュラムがスムー

数英４教科の基礎学力を育成する。 設定。 ズに行われるかが懸念される。

③２学期制の特徴を生かし ○他校の情報を収集し、より適切な教育課程の研 ○精勤賞策定による生徒の督励。

た教育課程の充実をはか 究と編成に努める。 □前期卒業式に関する規定の策定。 ３ ３ ３

る。 □技能審査による単位認定制度の導入。

④教科代表者との連携をは ○授業時数の確保につとめ、年2回の職員相互の ○検定合格者数の増加（19 年度 19名→ 20 年度 検定合格者数が高いことから、教育の目

かる。 授業参観週間による授業力の向上、教材作成 30名）。 ３ ４ ４ 的に沿った成果が充分に上がっていると

の工夫や指導法の改善をはかる。 ○定通併修制度の活用など3年間で卒業できる 判断できる。

○検定合格や資格取得を支援する。 生徒への支援の充実。
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①基本的な生活習慣の確立 ○ＳＨＲ前に校門での立ち番や校内外巡回指導を ○生徒指導内規の策定と施行。 毎日登校時の校門立ち番指導、校外巡回

生 を図り充実した学校生活 行い、授業やＨＲなどへの参加を促す。 ○マナー指導などによる問題行動の激減。 ３ ３ ４ 指導など生徒とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを図りながら

を送る生徒を育成する。 ○校門での立ち番や校内外巡回指導の継続。 行われており、高く評価できる。

徒 ②ルールを遵守する態度の ○生徒指導部の確認事項を配布し、説明を行うこ ○警察との連携の強化による安全指導対策。 生徒指導内規の作成・施行は高く評価で

確立を図り、分別ある行 とによって、ルールを認識させる。 ○生徒会活動の活性化。 ３ ４ ４ きる。今後とも、全職員による一貫した

指 動ができる良識ある生徒 ○生徒の情報を共有し、全職員で連携を図りなが ○交通安全教室、救急救命講座、人権教育講 生徒指導を行ってもらいたい。

を育成する。 ら問題行動などに対応する。 演会の実施。

導 ③生徒の豊かな心を育成す ○歓迎遠足の昼食作りや対面式での交流を通して ○生徒生活体験発表会・文化のつどい当番校とし 本年度初めて、高文連生徒会交流部門定

るために、ＨＲ活動・生 クラスや学年間の親睦を深めさせる。 ての生徒一人一役による大会運営の大成功。 ３ ３ ３ 通部会が開催され、意見交換会に参加し

部 徒会活動・部活動などを ○定通体育大会に向けて、すべての生徒が部活動 □体験的な活動を通しての他校との交流。 た事を今後の生徒会活動に活かしてほし

通して自主的に活動する に加入し、練習する。 □生徒会役員への表彰規定の策定。 い。この目標は成果があると考える。

態度を身につけさせる。 ○歓迎遠足、生徒総会、文化祭、卒業生を送る会 □声かけ事案や不審者への具体的対応マニュアル

等生徒会が中心となって自主的に運営する。 の作成。

④他人に対する思いやりと ○毎学期学校独自のテーマを設定したり、人権啓 ◆部外者がいつでも校内へ入って来れる状況への ①心の時代と言われる現代において、テ

優しさを持ち、お互いの 発の講演会や映画などにより生徒の意識の高揚 対応の改善。 ３ ４ ３ ーマを設定して人権学習に取り組んで

人格を尊重しあえる生徒 に務める。 ◆中学校説明会参加による定時制理解の向上。 いることは評価できる。

を育成する。 ○警察署による交通安全教育や消防署による救急 ②生徒一人一人の心に届き、信頼感を深

救命講座・健康教室などを通して、生命の重要 める指導支援を今後とも続けてほし

性や大切さについて考えさせる。また、自己肯 い。

定感を養い、一人一人がかけがえのない存在で

あることに気づかせる。

○クラスマッチや文化祭などを通して協調性を身

につけさせ、他人に対する思いやりや優しさを

身につけさせる。
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①社会に適応できる生徒の ○日常の授業及び生活の中で「忍耐」「誠実」「勤 ○全職員による職場訪問の実施。 ①基礎的な生活習慣は家庭での問題でも

進 育成を図る。 勉」の態度を身につけさせる ３ ３ ４ あり、保護者との連携も必要である。

○職場での生徒の勤務状況を把握するとともに、 ◆生徒の一層の意識高揚・目標設定のための ②勤務状況を把握することは心身両面の

路 雇用主に本校生徒の雇用拡大をお願いする。 進路指導の充実のための工夫。 把握であり、又、企業へのアピールも

されているので、高く評価できる。

指 ②教科と連携した進路指導 ○職業講座を開催し、働く意義や日常の心構えを ○年間5回の統一ＬＨＲなど、計画的・継続的な ①外部機関に積極的に働きかけ、外部講

により進路意識を高め、 学ばせる。 進路指導の充実。 ４ ４ ４ 師による講座を開催しても良いのでは

導 実務代替制度の推進を図 ○毎週求人情報を校内に掲示し、生徒の条件にあ ○教室、廊下を使った進路情報、求人情報の ないか。

る。 った職場情報を配布する。 掲示。 ②掲示することにより生徒は情報が得ら

部 ○全職員による職場訪問を実施し、定着指導と職 □進路意識の向上を目指す、職業講話や進路体験 れるが、以後の個別指導が課題であ

場開拓を行う。 発表会(合格体験発表会)の実施。 る。

③全職員による就職支援体制ができてお

り評価できる。課題として、職員間の

情報の共有を。

③進学指導を推進する。 ○進学については、生徒に必要な情報を収集し、 ○短大等2名の進学者。 ３ ３ ３ 細やかな個別指導が行われていると考え

個別指導を行う。 ◆進学希望者への情報提供の充実。 られる。

④就職指導を推進する。 ○就職については、職場訪問も含めて全職員で指 ○全職員による職場訪問の実施。 ４ ４ ４ 非常に充実した指導が行われており、評

導にあたる。 ○従来皆無の求人票手続きによる企業受験に 価できる。

より3名合格。

□全職員による職場訪問・開拓の一層の強化。
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保 自分の発育・発達や健康状 ①健康診断の受診徹底を図る。 ○２回の性教育講座、薬物乱用防止講座の実 多様な生徒へ、ソフト面での役割を担っ

健 態に関心をもち、自主的に ②健康生活習慣の確立を推進する。 施。 ３ ３ ３ ている保健管理、指導が、充分に行われ

部 健康生活を実践する習慣や □保健室利用のﾏﾅー ｱｯﾌ指導による、当たり前の事 ていると判断できる。

態度を培う。 が当たり前にできる生徒の育成、基本的生活習

慣の確立、挨拶の励行、思いやりの心を育む教

育の充実。

◆性教育の充実。

分掌 評価項目
自己評価 学校関係者評価

具体的方策 成果○、改善策□、課題◆ 前期 後期 評価 コメント

事 授業料の期限内納入率の ①職員会議で定期的に未納状況報告の機会を設け □滞納２ヶ月時点での授業料減免手続き督促。 ２ ３ ３ 経済の不安定な中での納入率向上は困難

務 向上を図る。 る。 ではあるが、担任との連携を深め取り組

部 ②学校全体で未納者対策に取り組むため、担任と んでいることは良いと判断できる。

の連携を深める。
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①１年 ○学校生活が確立していない生徒との 2者面談を ○退学者の減少。 年々退学者が減少している事を考える

学 基本的な学校生活を構築 随時実施する。 ○検定合格者の増加。 ３ ２ ３ と、細やかな指導が行われたと判断で

させる。本人・保護者とよ ○保護者に対して毎月、欠課時数表や学級通信な ◆出席率の一層の向上による、基本的な生活習慣 き、評価できる。

年 く対話をし、信頼関係を築 どを配布する。 確立の促進。

く。 ○３者面談を適宜実施し、保護者との連携を図 ◆資格取得への挑戦と将来の進路設計への意欲向

会 る。○社会に適応できる生徒の育成を図る 上。

②２年 ○家庭・クラス・職場の一員としての自分をみつ □ＬＨＲ等の積極的活用による進路設計の促進。 基本的生活習慣の確立を図り、生徒の人

身近な人間関係を考えさ めさせる。 □進路部との連携による３修制生徒の進路実現。 ３ ３ ３ 間的成長に努めている事は良いと考え

せる。 ○授業への出席率向上を図る ◆資格取得挑戦、基本的生活習慣確立の推進。 る。

○基本的生活習慣の確立を図る

○社会に適応できる生徒の育成を図る

③３年 ○集団生活への積極的な参加を促し、向上心ある ○就労支援の必要な生徒たちへの、各機関と連携 コミュニケーション能力の育成に努め、

よりよい人間関係を形成 集団の形成者となるよう援助する。 による支援の実現。 ４ ３ ３ 社会性を育てている事は評価できる。

させる。 ○資格取得や検定合格への挑戦を促し、将来の選 ◆卒業後の進路開拓。

択や決定に対する興味・関心を高める。 ◆資格取得への挑戦。

○授業への出席率向上を図る

○基本的生活習慣の確立を図る

○社会に適応できる生徒の育成を図る

④４年 ○コミュニケーション能力を高める。 ○クラス一丸となって学校行事に取り組んだ。 就職・進学に向けて適切な指導支援体制

社会の一員としての在り ○授業への出席率向上を図る ◆全日制との競合が避けられない県内企業求人に ３ ３ ３ ができており、良いと考えられる。

方・生き方を考えさせる。 ○基本的生活習慣の確立を図る ついてのハローワークとの連携推進。

○社会に適応できる生徒の育成を図る ◆進路先の開拓。


